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(57)【要約】
本発明は、双方向トレイシステム、電子プレゼンテーシ
ョンメッセージングシステム、双方向演壇、およびキー
ドライブシステムを含むいくつかの有益な実施例を組み
込む、双方向通信システムを含む。双方向トレイシステ
ムは、単一の、転送可能な双方向装置を通信媒体に留め
ることを可能にし、完全に双方向の媒体に変化させる。
電子プレゼンテーションメッセージングシステムは、双
方向通信システムのコンポーネントの間でプレゼンテー
ションおよびメモを電子メールで送信することを可能に
する。双方向演壇は従来の演壇可動性を高め、発表者お
よび演壇の両方に、有線接続にかかわらず室内を移動さ
せることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
非双方向プレゼンテーション面が双方向通信システムにおいて使用されることを可能にす
る装置であって、
　前記非双方向プレゼンテーション面に近接する機器を感知するように構成されるセンサ
システムであって、前記機器の位置データを、前記位置データを介し前記機器に合わせて
処理装置を調整する追跡システムに提供するセンサシステムを備え、
　前記装置は前記非双方向プレゼンテーション面の下端に近接して位置する、装置。
【請求項２】
前記装置の上にかかる埃の量を制限するように構成される換気システムをさらに備える、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
前記非双方向プレゼンテーション面の温度を低下させるように構成される換気システムを
さらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
前記装置の温度を低下させるように構成される換気システムをさらに備える、請求項１に
記載の装置。
【請求項５】
前記装置を換気するための換気システムと、前記センサシステムへの室内光干渉の量を低
減するように構成されるシールドシステムとをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
前記装置を換気するための換気システムと、前記センサシステムへの熱干渉の量を低減す
るように構成されるシールドシステムとをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
前記装置は、前記非双方向プレゼンテーション面の下端の中央に位置する、請求項１に記
載の装置。
【請求項８】
前記センサシステムは少なくとも１つの赤外線センサを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
前記センサシステムは非カメラベースのセンサシステムである、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
非双方向プレゼンテーション面が双方向通信システムにおいて使用されることを可能にす
る双方向トレイシステムであって、
　トレイと、
　前記非双方向プレゼンテーション面に近接する機器を赤外線で感知するように構成され
る赤外線センサシステムであって、前記機器の位置データを、前記位置データを介し前記
機器と通信を行っている、前記位置データから前記機器に合わせて処理装置を調整する追
跡システムに提供するセンサシステムとを備え、
　前記トレイは前記非双方向プレゼンテーション面の下端に近接して位置し、
　前記トレイは放射干渉を受ける、
双方向トレイシステム。
【請求項１１】
前記トレイの上にかかる埃の量を低減するように構成される換気システムをさらに備える
、請求項１０に記載の双方向トレイシステム。
【請求項１２】
前記換気システムは前記非双方向プレゼンテーション面の温度を低下させる、請求項１１
に記載の双方向トレイシステム。
【請求項１３】
前記換気システムは前記トレイの温度を低下させる、請求項１１に記載の双方向トレイシ
ステム。
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【請求項１４】
前記双方向トレイシステムは、解放式で取り外し可能なクランプ機構によって前記非双方
向プレゼンテーション面の下側の中央に位置する、請求項１０に記載の双方向トレイシス
テム。
【請求項１５】
前記放射干渉を低減するように構成されるシールドシステムをさらに備える、請求項１０
に記載の双方向トレイシステム。
【請求項１６】
前記双方向トレイシステムは、複数のスタイラスを保持するように構成されるトレイをさ
らに備える、請求項１０に記載の双方向トレイシステム。
【請求項１７】
　プラズマ画面と液晶表示画面とからなるグループから選択される非双方向プレゼンテー
ション面と、
　前記非双方向プレゼンテーション面に装着するように構成されるトレイと、
　前記トレイと通信を行っている処理装置と、
　前記非双方向プレゼンテーション面に近接する機器を赤外線で感知するように構成され
る赤外線センサシステムと、
　前記位置データを介し前記機器に合わせて前記処理装置を調整する追跡システムとを備
え、
　前記トレイは前記非双方向プレゼンテーション面の下端に近接して位置する、
双方向通信システム。
【請求項１８】
非双方向表示面に気流を吹き上げたり止めたりするように構成される換気システムをさら
に備える、請求項１７に記載の双方向通信システム。
【請求項１９】
前記センサシステムへの干渉を低減するように構成されるシールドシステムをさらに備え
る、請求項１７に記載の双方向通信システム。
【請求項２０】
前記シールドシステムは少なくとも１つのスリットを備え、それによって前記スリットは
前記センサシステム内の平面を制御する、請求項１９に記載の双方向通信システム。
【請求項２１】
　前記非双方向プレゼンテーション面の下端から前記非双方向プレゼンテーション面に近
接する機器を感知するステップと、
　処理装置との間で前記非双方向プレゼンテーション面に近接する機器の位置を通信する
ステップと、
　前記非双方向プレゼンテーション面を追跡するステップと、
を含む、非双方向プレゼンテーション面を双方向通信システムに変換する方法。
【請求項２２】
前記機器の前記感知をシールドすることによって干渉を低減するステップをさらに含む、
請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
前記非表示プレゼンテーション面の要素の温度を低下させるステップをさらに含む、請求
項２１に記載の方法。
【請求項２４】
前記機器を感知するステップは、赤外線センサで前記機器を感知するステップを含む、請
求項２１に記載の方法。
【請求項２５】
前記非双方向プレゼンテーション面の温度を低下させるステップは、ファンで前記非双方
向プレゼンテーション面の前記要素の温度を低下させるステップを含む、請求項２３に記
載の方法。
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【請求項２６】
前記非双方向プレゼンテーション面の温度を低下させるステップは、前記非双方向プレゼ
ンテーション面の前記表面の温度を低下させる前記非双方向プレゼンテーション面の前記
要素の温度を低下させるステップをさらに含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
第１のコネクタを有する第１の端と、第２のコネクタの対を有する第２の端を有するＹコ
ネクタシステムにおいて、改良点は前記Ｙコネクタの前記第２の端における前記第２のコ
ネクタの１つに接続されたメモリ素子を含む、Ｙコネクタシステム。
【請求項２８】
前記第１の端はＵＳＢコネクタを有し、前記第２の端はＵＳＢコネクタを有する、請求項
２７に記載のＹコネクタシステム。
【請求項２９】
前記メモリ素子はフラッシュメモリである、請求項２７に記載のＹコネクタシステム。
【請求項３０】
前記メモリ素子はソフトウェアドライバを実装する、請求項２７に記載のＹコネクタシス
テム。
【請求項３１】
　Ｙコネクタの第１の端を双方向通信システムに装着させるステップと、
　メモリ素子を有する前記Ｙコネクタの前記第２の端の第１のアームを処理装置に装着さ
せるステップであって、前記メモリ素子はソフトウェアドライバを含むステップと、
　前記ソフトウェアドライバを前記処理装置にロードするステップと、
　メモリ素子を有する前記Ｙコネクタの前記第２の端の前記第１のアームを前記処理装置
から取り外すステップと、
　前記Ｙコネクタの前記第２の端の第２のアームを前記処理装置に装着させるステップと
、
を含む、Ｙコネクタシステムによってソフトウェアドライバをロードする方法。
【請求項３２】
前記Ｙコネクタはユニバーサルシリアルバスを備える、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
ソフトウェアドライバは双方向通信システムを駆動するためのソフトウェアを備える、請
求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
前記双方向通信システムは電子ホワイトボードを備える、請求項３１に記載の方法。
【請求項３５】
前記処理装置はパーソナルコンピュータである、請求項３１に記載の方法。
【請求項３６】
レッグ、第１のアーム、および第２のアームを有するＹコネクタを使用して、双方向通信
システムを処理装置に接続する方法であって、
　Ｙコネクタの前記レッグを前記双方向通信システムに接続するステップと、
　前記Ｙコネクタの前記第１のアームを前記処理装置に接続するステップと、
　前記Ｙコネクタの前記第１のアームを前記処理装置から取り外すステップと、
　前記Ｙコネクタの前記第２のアームを前記処理装置に接続するステップと、
を含む、方法。
【請求項３７】
前記Ｙコネクタの前記第１のアームはメモリ素子を備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
前記レッグ、前記第１のアーム、および前記第２のアームは、ユニバーサルシリアルバス
を備える、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
前記双方向通信システムは電子ホワイトボードである、請求項３６に記載の方法。
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【請求項４０】
前記処理装置はコンピュータである、請求項３６に記載の方法。
【請求項４１】
プレゼンテーション面を有し、処理装置と通信を行っている電子ホワイトボードシステム
であって、
　前記プレゼンテーション面に表示するための電子メールを受信するように構成される電
子メール受信機を備える、電子ホワイトボードシステム。
【請求項４２】
表示面を有し、処理装置と通信を行っている電子ホワイトボードシステムであって、
　電子メールをリモート位置に送信するように構成される電子メール送信機を備える、電
子ホワイトボードシステム。
【請求項４３】
（ｉ）双方向通信システムと、（ｉｉ）前記双方向通信システムに接続されたコンピュー
タと、（ｉｉｉ）第１の位置から第２の位置へ送信された電子メールとを有する電子メー
ルシステムにおいて、改良点は前記双方向通信システムに接続された前記コンピュータを
取り外すことを含み、前記双方向通信システムは前記第２の位置で前記電子メールを受信
し、前記表示が前記双方向通信システムにロードされることを可能にする、電子メールシ
ステム。
【請求項４４】
双方向通信システムとリモートに通信を行うよう構成される双方向演壇であって、
　処理装置と、
　前記双方向演壇から前記制御装置を制御するように調整された追跡システムと、
　前記処理装置と通信を行っているモニタ面と、
　前記モニタ面および処理装置に電力を供給するためのバッテリを組み込む電源装置と、
　無線通信システムとを備え、
　前記無線通信システムおよび前記バッテリは、プレゼンテーション室内における前記双
方向演壇の可動性を可能にする、
双方向通信システムとリモートに通信を行うよう構成される双方向演壇。
【請求項４５】
前記双方向演壇をリモートに制御するように構成されるリモート制御装置をさらに備える
、請求項４４に記載の双方向演壇。
【請求項４６】
前記リモート制御装置から信号を受信するように構成されるリモート制御受信機をさらに
備える、請求項４５に記載の双方向演壇。
【請求項４７】
前記モニタ面は、前記処理装置と通信を行うように構成されるタッチ画面である、請求項
４５に記載の双方向演壇。
【請求項４８】
（ｉ）追跡システムと、（ｉｉ）表示画像を生成することができる処理装置と、（ｉｉｉ
）前記表示画像を表示するためのモニタ面と、（ｉｖ）前記処理装置および前記モニタ面
に電力を供給するように構成される動力電源と、（ｖ）双方向通信システムとを有する双
方向演壇において、改良点は前記双方向演壇をプレゼンテーション室内において移動可能
にするように構成されるバッテリ電源を含む、双方向演壇。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　１．発明の属する技術分野
　本発明は、概して追跡システムの分野に関し、より具体的には、電子双方向通信システ
ムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　２．関連技術の説明
　双方向トレイシステム
　追跡システムは、発表者がリモート位置からコンピュータを制御できるように使用され
る。追跡システムは概して、コンピュータおよびコンピュータから離れたプレゼンテーシ
ョン面を含む。追跡システムは、プレゼンテーション面におけるアクションをコンピュー
タと同期させる。追跡システムを使用する場合、発表者はプレゼンテーション面からコン
ピュータを制御することができる。プレゼンテーション面においてコマンドを確実にする
、適切に調整された追跡は、コンピュータによって適切に解釈される。
【０００３】
　双方向通信システムのプレゼンテーション面は電子ホワイトボードであってよく、主に
会議およびプレゼンテーションに使用される馴染み深いホワイトボードを含んでもよく、
その表面に書き込まれたしるしを、ホワイトボードに接続された、またはそれに内蔵され
たコンピュータに保存する。従来技術の形態において、ユーザはホワイトボード用マーカ
ーを使用して電子ホワイトボード表面に書き込み、一方他の形態において、ユーザはノン
マーキングスタイラスを使用する。両形態の書き込みの方式を、集合的に「書き込む」ま
たは「書き込み」と称する。表面に書き込む機器のタイプにかかわらず、電子ホワイトボ
ードは、ソフトウェアプログラムを介して、その表面に書き込まれたしるしを電子形式で
コンピュータに保存する。ユーザはその後、ホワイトボード表面に書き込まれた議事録を
、印刷、ファックス送信、電子メール送信、および編集することができる。電子ホワイト
ボードは、ホワイトボード表面への書き込みを検出することができるのと同様に、ホワイ
トボード表面上の接触の位置を感知することもできる。
【０００４】
　電子ホワイトボード表面は一般に、タッチセンシティブ画面を組み込む。タッチ画面は
、ユーザに直感的に使えるポインティングインターフェイスを提示するため広範に使用さ
れている。例えばタッチ画面は、一般的なタッチアプリケーションの例をいくつか挙げる
と、現金自動預払機、科学的および産業的制御装置、公衆ブース、およびハンドヘルドコ
ンピュータ機器において使用される。操作するために、タッチ画面は、抵抗、容量性、音
響、赤外線等を含む様々な技術を使用することができる。ほとんどのタッチ画面アプリケ
ーションにおいて、タッチセンシティブ面は恒久的にブラウン管（ＣＴＲ）または液晶デ
ィスプレイ（ＬＣＤ）等のディスプレイ装置上に取り付けられている。受信機は、接触お
よび現在表示されている画像を受けて適切なアクションを起こすことができるプロセスに
連結されている。
【０００５】
　説明したように、双方向通信システムは、比較的単純な黒板から双方向プラズマシステ
ムにおける最新技術まで、無数の技術を含んでよい。プレゼンテーション面という用語は
、本明細書において使用される場合、例えば黒板、リアプロジェクション、プルダウンプ
ロジェクション画面、壁、フリップチャート、ホワイトボード、その他の電子ディスプレ
イおよびプロジェクションシステム、タッチ画面システム、プラズマおよびフラット画面
システム等、双方向面および非双方向面の両方を含む、この範囲の技術を組み込むもので
ある。双方向面という用語は、本明細書において使用される場合、馴染み深い電子ホワイ
トボードを含む。非双方向面という用語は、本明細書において使用される場合、例えば黒
板、壁、画面、フレーム、フリップチャート等、それらの性質により非双方向であるプレ
ゼンテーション面を含む。
【０００６】
　双方向通信システムは、講演、会議、およびプレゼンテーション中、ユーザに多くの利
益を提供する。会議およびプレゼンテーション中、双方向通信システムは、発表者が例え
ば黒板に書き込みプルダウンプロジェクション画面を使用することによって多くの聴衆の
前で議題を扱うことを可能にするだけでなく、より高度な双方向通信システムはボード上
の手書きのメモを後で参照および操作するため電子的に保存することを可能にする。
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【０００７】
　書き込みを印刷または他者へ電子メールで送信できるように、ホワイトボードに書き込
まれたしるしをコンピュータに保存することによって、ホワイトボードは会議またはプレ
ゼンテーションの正確な記録を提供する。双方向通信システムのこの特徴は、出席者をメ
モ取りではなく会議に集中させることができる。また、電子ホワイトボードは接触の位置
を感知することができるため、接続されたコンピュータは、表示画面内のグラフィカルユ
ーザインターフェイスに属するボタンに触れることによって制御され得る。これは、ユー
ザが部屋の前列を離れることなく会議の流れを制御することを可能にする。
【０００８】
　教室設定において、電子ホワイトボードを備える双方向通信システムは、教育者に現代
的かつ使いやすい教育ツールを提供する際に特に有利である。教育者は、その汎用性によ
り電子ホワイトボードを好む。電子ホワイトボードは、教育者が、投影された画像の側面
に沿って書き込むことおよび電子インクで投影された画像をマークアップすることに加え
て、テキストおよび／または画像をホワイトボードに投影することを可能にするであろう
。
【０００９】
　コンピュータ画像を双方向通信システムのプレゼンテーション面に表示することにより
、教育者は、例えばスタイラスまたは指等の機器を使用するシステムを維持しながらコン
ピュータを操作する能力を有する、もしくは、室内を自由に移動し、リモート制御タッチ
パッドおよびボタンを使用してコンピュータを操作することができる。
【００１０】
　しかしながら、従来の双方向通信システムは不利点を有する。それらのシステムは通常
、プレゼンテーション面に表示画像を投影する投影装置に限定され、ここでプレゼンテー
ション面は追跡システムを備える。例えば、双方向通信システムは、電子ホワイトボード
および投影装置を備えてよい。あるいは、追跡システムおよび表示画像は単一装置内で組
み合わせられ、結果として大きな組み合わせになる。プレゼンテーション面またはフラッ
ト表示面に都合よく装着可能な追跡システムを備える双方向通信システムは、従来技術に
おけるさらなる改良が必要とされている。
【００１１】
　非双方向面に双方向性を提供することができる装置も必要とされる。大型プラズマまた
は液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）を双方向通信システムに変形させる能力は、当技術分野に
おいて有益な改良となるであろう。取り付けしやすい双方向装置を、フラットプラズマま
たはＬＣＤ表面のような非双方向プレゼンテーション面の外縁に装着すること、およびス
タイラスまたはリモート制御を使用することにより、プラズマまたはＬＣＤ装置を使用し
てファイルにアクセスする、アプリケーションを実行する、要点をハイライトする、およ
び新しい見解を取得する能力は可能であろう。
【００１２】
　システムを双方向のものに変化させる非双方向プレゼンテーション面に留めることがで
きる、単一の、転送可能な双方向装置、またはトレイを提供することは有益であろう。例
えば、該当の取り付けしやすい双方向トレイは、双方向性の性能とともに、チョークボー
ド、フリップチャート、またはプラズマ画面を提供するであろう。トレイまたは装置は、
センサシステムおよび追跡システムを備えてよい。
【００１３】
　電子プレゼンテーションメッセージングシステム
　メッセージングシステムは、第１の位置から第２の位置へメッセージを送信および受信
するために使用される。一般的なメッセージングシステムは電子メールであり、通常「Ｅ
メール」と称される。Ｅメールは、コンピュータシステムまたはネットワークを介して電
子的にメッセージを送信する方法である。Ｅメールは、テキストまたはグラフィックメッ
セージを含み、さらに、Ｅメールは、伝送時に例えばデータ、プレゼンテーション、文書
等の添付ファイルを搬送することができる。
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【００１４】
　従来、例えばＭｉｃｒｏｓｏｆｔ社製ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ（登録商標）等でプレゼン
テーションを行う場合、プレゼンテーションはコンピュータにロードされ、その後実行さ
れる。プレゼンテーションは、電子ホワイトボードおよび投影装置等の双方向通信システ
ムに装着されたコンピュータによってアクセス可能なウェブサイトまたはサーバに配置す
ることができる。次いでコンピュータは、ウェブまたはサーバを介してファイルをダウン
ロード、またはそれにアクセスしなくてはならない。したがって、結果としてコンピュー
タまたはラップトップは双方向通信システムに接続されなければならない。
【００１５】
　代替の状況において、発表者は例えばディスケットまたはＣＤ－ＲＯＭ等の発表資料を
含むメモリ素子、もしくはラップトップを、双方向通信システムを含む位置へ転送するこ
とができる。次いで発表者は、ディスケットを装着されたコンピュータに挿入するか、ま
たはラップトップを双方向通信システムに接続する。いずれの状況においても、発表者は
資料を提示できるように双方向通信システムに装着されたコンピュータを有していなくて
はならない。
【００１６】
　多くの状況において、発表者がすべての講演にコンピュータを携え、さらにコンピュー
タがホワイトボードまたは操作性のための他のシステムに接続されているという要件をな
くすことは、有益であろう。したがって、当技術分野において、コンピュータを持ち運ぶ
必要なく、電子プレゼンテーションが講演設備に送信されることを可能にするため、改良
されたメッセージングシステムの必要性がある。プレゼンテーションを講演の場に電子メ
ールで送信することは、有利なことであろう。
【００１７】
　また、現在、プレゼンテーションを双方向通信システムからリモート位置へ電子メール
で送信するソリューションはない。従来のシステムは、プレゼンテーションを保存するた
めに、保存、印刷、またはウェブサイトに接続することのみが可能なものである。
【００１８】
　よって、当技術分野において、双方向通信システムとの間でプレゼンテーションを電子
メールで送信するための能力の必要性がある。
【００１９】
　双方向演壇
　一般に、演壇は概して発表者のプレゼンテーションを支援するために使用される。従来
、演壇はスピーカスタンドとして補助することができる、高くなった壇である。多くの場
合、これらは移動が困難な上、発表者のメモを保持するだけのものであった。しかしなが
ら演壇は、単に紙を保持するだけの静的なスタンドから、電子相互作用を可能にする動的
なスタンドへと、時間とともに改良されてきた。
【００２０】
　双方向演壇は、発表者がプレゼンテーション面と相互に作用することを可能にする動的
なスタンドである。例えば、双方向演壇は、プレゼンテーション面に示されているのと同
一の画像を投影するタッチ画面を含んでよい。発表者は、双方向演壇のタッチ画面に接触
することができ、較正シーケンスにより、プレゼンテーション面上において演壇への接触
と同一の位置に接触が複製される。前述した双方向通信システムのように、双方向演壇へ
の接触から生じたしるしは保存、印刷、または電子メールで送信することができ、それに
よってプレゼンテーションから作成された新しいしるしを取得することができる。
【００２１】
　また、双方向演壇は、プレゼンテーション面との接続を作り出す処理コンピュータに装
着することができる。コンピュータは、双方向演壇のディスプレイ装置、通常モニタに表
示され、次いでプレゼンテーション面に表示される画像を作成する。同様に、コンピュー
タは、プレゼンテーション中に作成されたしるしを保存することができる。この場合も発
表者は、しるしを保存、電子メールで送信、印刷、または消去するためのオプションを有
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する。
【００２２】
　現在、双方向演壇は概して、電源コンセントのある、またはその周辺のエリアに限定さ
れなくてはならないため、移動できない。これは、演壇を電源延長コードの長さ以内のエ
リアだけに移動させるのでない限り、双方向演壇を室内で自由に移動させる能力を制限す
る。発表者は発表中に室内を移動することを希望する場合があるため、これは発表者が移
動できる範囲を制限する。当技術分野において、プレゼンテーション中および前後に、あ
る位置から別の位置へ容易に移動することができるコードレス双方向演壇の必要性がある
。
【００２３】
　さらに、発表者および演壇の両方に、有線接続にかかわらず室内を移動させることがで
きる演壇可動性を高めることが有益であろう。
【００２４】
　ソフトウェアをロードする方法およびシステム―キードライブシステム
　ローディングソフトウェア、より具体的にはソフトウェアドライバは複雑で、多くの場
合、厄介なプロセスである。通常、このプロセスを適切に完了させるにはかなりの時間を
必要とする。残念なことに、このプロセスは例えばディスケットまたはＣＤ－ＲＯＭ等、
多数のソフトウェアを必要とする。一般的な方法は、装置を起動するため、新しいソフト
ウェアドライバをコンピュータにインストールすることである。
【００２５】
　１つ以上のディスケットを含む場合があるソフトウェアをロードする場合、ディスケッ
トの挿入順序は重大である。また、ディスケットを手元に置いておくという、ハードドラ
イブに何かを起こすはずの方式が必須である。したがって、必要なのは、ディスケットの
必要性なくソフトウェアドライバおよびソフトウェアをロードする容易かつ直接的な方法
である。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明は、現行の技術を改良するいくつかの有益な実施例を組み込む、新規であり自明
でない双方向通信システムを備える。簡潔に説明すると、本発明は、双方向トレイシステ
ム、電子プレゼンテーションメッセージングシステム、双方向演壇、およびキードライブ
システムを備える。
【００２７】
　双方向トレイシステム
　本発明は、非双方向プレゼンテーション面を双方向通信システムにおいて使用可能にす
る、例えば、プラズマまたは液晶表示（ＬＣＤ）画面を双方向的に使用可能にすることが
できる装置である。さらに、本発明は、双方向トレイシステムおよび非双方向プレゼンテ
ーション面を組み込む、新しくかつ有用な双方向通信システムを備える。
【００２８】
　現在、双方向設定においてフラットパネルディスプレイを変形させるほとんどの双方向
通信システムは、大きなフレームおよび様々な機構でフラットパネルディスプレイを完全
に取り囲むことを必要とする。該当するシステムは、未だプラズマまたはＬＣＤ画面の外
観に留まっている。また、スピーカは、フレーミングが必然的にスピーカの撤去を必要と
するため、通常これらのシステムと連動しないディスプレイの側面に留められている。ユ
ーザが双方向システムで使用したスタイラスを保持するため、トレイを有益に望む場合、
ユニットはさらに大きくしてもよい。
【００２９】
　本双方向トレイシステムは、好ましくはシステムの双方向性全体をスタイラストレイ内
に配置し、フラットパネルディスプレイの単一の端の部分、好ましくは下端中央に留める
ことができる単一のアイテムを提供する。単一の装置においてシステムの双方向性を実装
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することにより、現在使用されている全エッジラップアラウンド型の双方向通信システム
設計の必要性は、旧式のものとなる。
【００３０】
　従来のシステムにおいてプレゼンテーション面の下側に追跡システムを配置することに
は不利点があり、例えば、発表者の手が追跡の邪魔をする場合がある。さらに、該当の下
側に位置するトレイには埃が落ちる場合があり、これがセンサを妨害する場合がある。ま
た、従来のシステムは、背景熱および赤外線に浸されており、これが従来の追跡システム
に干渉し、これまでパネルの下側に位置する該当の双方向トレイをほとんど不可能にして
きた。
【００３１】
　背景赤外線は室内光に面する従来の双方向システムによって捕らえられ、赤外線はプレ
ゼンテーション面によって放出される。プラズマ画面は確かに大量の熱（この熱は超音波
検出の精度に影響を及ぼす「音波かげろう」を作り出すことができる）を生成するが、こ
れらは途方もない量の赤外線も生成する。したがって、赤外線センサを使用する追跡シス
テムは、不利なことに、プレゼンテーション面から生じる大量の赤外線による影響を受け
る。表面から生じた赤外線は、追跡システムによって使用された比較的少量の赤外線を識
別しようとする追跡システム内の赤外線受信機を圧倒する場合がある。
【００３２】
　また、本双方向トレイシステムの携帯性は、その小さなサイズと留め易さによって、フ
リップチャート、プロジェクション画面ほかを含む様々なタイプのディスプレイに装着で
きるようにするものである。
【００３３】
　双方向トレイシステムは、センサシステムを備える。センサシステムは、非双方向面に
近接するスタイラスの部分を感知する。結果として、センサシステムはスタイラスの位置
データを作成することができる。位置データは、スタイラスの動きをコンピュータに同期
させることができる追跡システムに伝達することができる。
【００３４】
　双方向トレイシステムは、換気システムをさらに備えてよい。一般に、換気システムは
、プレゼンテーション面に近接して温度を低下させるために使用され、これはトレイおよ
び／またはプレゼンテーション面の冷却を含んでよい。トレイシステムはプラズマ画面に
装着することができ、プラズマ画面は比較的高温で動作することができるため、プレゼン
テーション面を冷却するためにファンが使用される場合がある。また、換気システムは、
有益なことにプレゼンテーション面の下側に位置するため、トレイシステムに落ち得る塵
埃粒子の量を低減することができる。トレイシステム内の塵埃粒子の量を低減、または効
果的に削除することによって、トレイシステムはより効率的になり、かつずっと長く持続
することができる。画面を冷却することにより、センサシステムに悪影響を及ぼし得るエ
ネルギーへの干渉を潜在的に制限することもできる。
【００３５】
　トレイシステムは、センサシステムを干渉からシールドするためのシールドシステムを
さらに備えてよい。例えば、シールドシステムは、センサシステムの赤外線センサのセッ
トにおける光の量を低減することができる。シールドシステムは、センサの視界の視程を
制限し、したがって外光干渉を低減することができる。
【００３６】
　電子プレゼンテーションメッセージングシステム
　本発明は、双方向通信システムとの間でプレゼンテーションおよびメモを伝送すること
を可能にする電子プレゼンテーションメッセージングシステムを備える。本明細書におい
て使用する場合、「プレゼンテーション」は注釈なしで提示される作品として定義され、
「メモ」はプレゼンテーションの注釈として定義される。例えば、ユーザはＰｏｗｅｒＰ
ｏｉｎｔ（登録商標）シリーズ（「プレゼンテーション」）を準備し提示するかもしれず
、シリーズの過程中、参加者およびユーザは双方向的にシリーズに（「メモ」で）注釈を
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付けるかもしれない。
【００３７】
　現在のシステムでは、会議後、双方向プレゼンテーションをコンピュータから取り出す
ことができる。同様に、コンピュータを介してプレゼンテーションを会議に持ち込むこと
ができる。該当するアクションは、プレゼンテーション準備のために手動でコンピュータ
またはラップトップを前後に引っ張ること、もしくは、ＬＡＮ上のウェブサーバから資料
を積極的に取り出すことをユーザに要求する。
【００３８】
　ユーザが、職場、例えば、好ましくはユーザの個人的作業空間においてプレゼンテーシ
ョンを作成し、それをプレゼンテーション位置、例えば会議室にある双方向通信システム
に電子メールで送信することができれば、有益であろう。そのようにして、ユーザが会議
室に入る際、当該ユーザは単に双方向通信装置に近接する、またはそれに設けられたボタ
ンを押下し、使用準備が整っているプレゼンテーションを電子メールで送信すればよい。
同一の手法で、プレゼンテーション完了後、ボタンを押下するかプレゼンテーションを終
了するかのいずれかにより、システムはプレゼンテーションおよびメモを会議の参加者に
電子メールで送信することができる。したがって、参加者は自身の個人的作業空間に持ち
帰り、プレゼンテーションのＥメールを介して容易にアクセスすることができる。
【００３９】
　本Ｅメールシステムは、好ましくは双方向通信システム、好ましくは電子ホワイトボー
ドシステムに統合される。
【００４０】
　双方向演壇
　本発明は、リモート制御システムおよびモバイル電力システムを含む双方向演壇をさら
に備える。今日、演壇に使用するための双方向液晶表示（ＬＣＤ）画面を作る多くの製造
業者がある。概して、これらの双方向ＬＣＤパネルは、何が書き込まれているかを聴衆が
見ることができるように、プルダウン画面に投影された同一の画像に使用される。これら
のシステムは功を奏するが、重大な問題は、多くが画面上に表示される浮動ツールバー（
注釈ツール、イレーサー、ハイライター等を含む）を有することである。残念なことに、
聴衆には通常プレゼンテーションを損なうこれらのツールバーが見える。
【００４１】
　さらに、ツールバーは、注釈を付ける必要のあるデータがツールバーの下に存在する際
に不便になる場合がある。注釈を可能にするために、ツールバーを移動しなければならな
い。演壇は発表者が聴衆と面することを可能にするが、現在のところ、当該発表者がディ
スプレイをマークアップしながら室内を移動し、聴衆と相互作用することは可能にしてい
ない。
【００４２】
　一製造業者は、双方向ＬＣＤパネルの周辺に一連のハードボタンを提供することによっ
て浮動ツールバーに対処してきた。しかしながら、これは未だ室内での可動性を可能にし
ていない。
【００４３】
　本発明は、リモート制御システムを備える双方向演壇用のモビリティシステムを提供し
、前記リモート制御システムは注釈性能およびモードチェンジボタンを提供する双方向演
壇画面用のリモート制御を含む。リモートは、室内のどこからでもプレゼンテーション上
にメモを作成する、ディスイプレイのマークアップを容易にするためのタッチパッドを含
んでよい。リモート制御受信機は、双方向演壇画面に接続されてよい。該当するリモート
制御は、室内でのさらなる可動性およびディスプレイからのオンスクリーンツールバーの
撤去を提供することができる。
【００４４】
　今日利用可能な双方向演壇に関する別の問題は、演壇がビデオおよび電力用のケーブル
、状況によってはローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）接続を必要とするという要件で
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ある。従来の双方向演壇技術は演壇上にコンピュータを有し無線接続を介してビデオ付き
プロジェクタを提供するか、またはコンピュータを演壇から離れた位置に置き、効果的に
無線マウス制御を提供することができる。
【００４５】
　多くの状況において、演壇およびそのコンポーネントは、プレゼンテーション室におい
て単に正しい位置でないこと、配線要件が演壇を移動させることを、不可能でなければ、
困難にしている。例えば現代の教室において、教授は共同作業またはチーム用に空間を再
配置することが多く、これは配線で接続された演壇では実用的でない。
【００４６】
　本発明は、室内の特定の位置への配線からシステムを解放するモバイル電力システムを
備える双方向演壇を提供する。電力システムは、都合のよい時間だけシステムを起動させ
るのに十分強力なバッテリを含んでよい。さらに、当該システムは、可動性をさらに容易
にするために車輪付き演壇および無線リンク（無線ＬＡＮ／ビデオ）を含んでよく、その
ため、例えばコンピュータまたはプリンタは演壇自体に存在する必要がない。ビデオはプ
ロジェクタへ無線で、例えばＩＥＥＥ８０２．１１またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ等の無線標
準規格を介して配信される場合がある。
【００４７】
　ソフトウェアをロードする方法およびシステム―キードライブシステム
　本発明は、キードライブ統合システムをさらに備える。キードライブ、好ましくはディ
スクオンチップのフラッシュメモリ記憶装置は、現在、プレゼンテーションに必要なドラ
イバを提供しており、そのため発表者はシステムにドライバをロードするためにＣＤ－Ｒ
ＯＭを検索する必要がない。代わりに、キードライブは単純にコンピュータへ挿入され、
そのキードライブがドライバをインストールする。
【００４８】
　本発明において、Ｙコネクタはキードライブシステムを備える。ソフトウェアをロード
する方法は、このシステムによって簡略化される。キードライブはＹコネクタの２つある
アームのうち１つの上にあるため、ドライバをロードする方法は直接的である。
【００４９】
　例えば、このシステムは特別なソフトウェアをプリロードすることなく、ユーザが双方
向通信システム、好ましくは電子ホワイトボードを即時に使用開始することを可能にする
。この即時アクセスは、キードライブによって実現される。好ましくは、キードライブは
ディスクオンチップのフラッシュメモリ記憶装置、例えばプラグアンドプレイである。Ｙ
コネクタケーブルに装着されたキードライブは、プラグをコンピュータに差し込んで双方
向通信システムを接続し、システムソフトウェアを例えば引き出しに格納する必要性がな
くなる。要するに、キードライブは市場におけるその他の双方向システムで必要とされる
特別なアプリケーションソフトウェア（通常ＣＤ－ＲＯＭによって提供される）に取って
代わるものである。一般的な双方向通信システムはプリンタと同様のドライバ上で起動し
、誰でも双方向通信システムを即時に使用開始することを可能にしている。キードライブ
技術を使用することにより、ユーザは双方向システムを直ちにコンピュータへ接続するこ
とができ、事前に計画する必要性がなくなる。
【００５０】
　キードライブは、一端に「Ｙ」を形成する標準ＵＳＢケーブルの一端へ物理的に装着す
ることができる。例えば、双方向通信システムソフトウェアをコンピュータにインストー
ルするためには、単純に（ＵＳＢケーブル上の）キードライブをコンピュータのＵＳＢポ
ートに接続する。ソフトウェアのインストールが完了すると、ＵＳＢキードライブは接続
を断たれ、ストレートＵＳＢケーブルがその場所に接続される。反対端、つまり「Ｙ」の
レッグは、同時に双方向通信システムに接続されてよい。
【００５１】
　本発明のその他の利点および側面は、添付の図面および付随する説明から理解すること
ができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００５２】
　ここで、類似の参照番号はいくつかの図を通して類似の部分を表す上記の図を参照し、
本双方向通信システムを詳細に説明する。本発明は、双方向トレイシステム、電子プレゼ
ンテーションメッセージングシステム、双方向演壇、およびキードライブシステムを備え
る。
【００５３】
　双方向通信システムの例
　図１は、本発明の電子ホワイトボードシステム１００である、典型的な双方向通信シス
テムを描写している。前述したように、本発明の双方向通信システムは、ＬＣＤ、タブレ
ット、その他の電子ディスプレイおよびプロジェクションシステムを持つ双方向システム
、タッチ画面システム、プラズマおよびフラット画面システム等を含む、ホワイトボード
技術を超える様々なシステムを含んでよい。電子ホワイトボードシステム１００は該当す
る双方向技術の例として提示されるものであり、本発明の範囲を制限するものではない。
【００５４】
　電子ホワイトボードシステム１００は、処理装置１１５に動作可能なように接続された
電子ホワイトボード１０５を含む。処理装置１１５は電子ホワイトボード１０５の統合さ
れたコンポーネントであってよく、または処理装置１１５は外部コンポーネントであって
よい。適合する処理装置としては、パーソナルコンピュータ等のコンピュータ機器が挙げ
られる。
【００５５】
　電子ホワイトボード１０５は当技術分野において既知であり、ユーザから様々な手法で
入力を受信することができる。例えば、電子ホワイトボード１０５は静電技術を組み込み
、導電性スタイラス（図示せず）を介してユーザから入力を受信することができる。スタ
イラスは、指を含む書き込み機器であってよい。典型的なスタイラスは、電子ホワイトボ
ード１０５の表面との関連におけるスタイラスの位置を示す信号を電子ホワイトボード１
０５に伝送することができる。スタイラスは、ペン色、ドローまたはイレースモード、線
幅、フォントまたはその他のフォーマット情報を含むがこれらに限定されない、その他の
情報を電子ホワイトボード１０５に伝送することもできる。
【００５６】
　別の実施例において、電子ホワイトボード１０５はタッチセンシティブまたはプレッシ
ャーセンシティブであってよい。タッチまたはプレッシャーセンシティブは、物理的な接
触を電気的な信号または入力に変換する能力を有することを意味する。タッチセンシティ
ブ電子ホワイトボードは、抵抗膜技術を組み込んでよい。例えば、抵抗膜電子ホワイトボ
ードについて記載したＧｅａｇｈａｎ等の米国特許第５，７９０，１１４号を参照された
い。当該特許はその全体が本明細書に組み込まれる。
【００５７】
　一実施例において、電子ホワイトボード１０５は、例えば張力によって互いに物理的に
分離された２枚の導電性シートを有し、そのため２枚のシートは接触または物理的圧力を
受けて互いに接触する。これらのシートは導電性材料でできており、または導電性被膜等
の導電性材料で被膜されており、変形可能であってよい。接触、書き込み、または導電性
シートの表面への圧力のその他のアプリケーションは、２枚の導電性シートの間に接触を
引き起こし、結果として電圧または抵抗において検出可能な変化をもたらす。このシート
は抵抗分割器として作用することができ、シートの端ごとに異なる電圧を適用することに
よって電圧勾配が作り出され得る。次いで電圧または抵抗における変化は、位置値、例え
ばデカルト座標セットと相関することができる。座標データ、例えば（ｘ，ｙ）の対また
はそれらと同等のものは、処理、操作、編集、または格納のため、互換性のあるデータパ
ケットで処理装置１１５に伝送することができる。
【００５８】
　電子ホワイトボード１０５のその他の実施例として、レーザー追跡、電磁気、赤外線、
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カメラベースのシステム等が挙げられる。これらのシステムは、二次元表面にわたってイ
ンクマーキングもしくはポインタまたはスタイラス装置の存在を検出し、これはドライイ
レースメーカーによって作られたマークを消去することに対して効力を持ち得るが、そう
でなくてはならないわけではない。
【００５９】
　従来のドライイレースマーカーは、一般に電子ホワイトボード１０５の表面に書き込む
ために使用されるが、その他の消去可能、除去可能なインク、顔料、または着色剤は、電
子ホワイトボード１０５の表面に物理的にマーキングするために使用することができる。
電子ホワイトボード１０５上の物理的なマーキングは、消しゴム、タオル、ティッシュ、
手、または、電子ホワイトボード１０５の表面からマーキングを物理的に除去する物体を
含む従来の方法を使用して除去することができる。
【００６０】
　電子ホワイトボード１０５は、制御エリア１１０を含んでもよい。制御エリア１１０は
、電子ホワイトボードシステム１００の機能を制御するための多重制御エリア１４５（例
えば、ボタンまたはソフトキー）を含んでよい。制御エリア１１０は、例えば物理ボタン
１４５など、制御エリア１１０に圧力を加えることによって作動するアクチュエータであ
ってよい。制御エリア１１０の機能は、固定であっても可変であってもよい。制御エリア
１１０の機能が可変である場合、制御エリア１１０は処理装置１１５によってその機能を
制御できるソフトキー１４５を備えてよい。例えば、ソフトキー１４５は、処理装置１１
５上で起動中の異なるアプリケーションソフトウェアに応じて異なる機能を有することが
できる。ソフトキー１４５の現在の機能を示す画像またはアイコンは、投影装置１２５を
使用して制御エリア１１０付近に投影され得る。
【００６１】
　投影装置１２５は、処理装置１１５、ホワイトボード１０５、またはその両方に、動作
可能なように接続することができる。投影装置１２５は、一般に処理装置１１５のディス
プレイ１２０上にある、例えばグラフィカルユーザインターフェイス等の表示画像１４０
を、電子ホワイトボード１０５の表面１３５に投影するための従来の投影装置であってよ
い。投影装置１２５は、キーストーンおよびその他の光学的問題、例えば、ディスプレイ
１２０上のグラフィカルインターフェイスによって表面１３５上に投影された画像のアラ
インメントから生じる光学的問題を含む画像歪みを調整することができる。あるいは、処
理装置１１５は、画像またはアラインメント問題を調整することができる。ユーザは、投
影装置１２５がキーストーンを含む画像問題を補正するよう、物理的に調整することもで
きる。
【００６２】
　本発明の別の実施例は、タッチセンシティブ、容量性、カメラベース、レーザー追跡、
電磁気等の座標検出面を持つプラズマディスプレイまたはリアプロジェクションシステム
を含み、表面上で追跡され得るスタイラスおよびビデオソースが処理装置１１５によって
提供される。レーザー追跡技術は、特別に符号化されたペンまたはスタイラスを必要とす
る場合がある。レーザー追跡技術は、これらの特別に符号化されたペンまたはスタイラス
が全体を移動するのを追跡する赤外線レーザーを使用する、光学追跡インターフェイスを
利用する。使用されるプロジェクション画面に関わらず、処理装置が画面上に描かれたも
のを取得する間、出席者はプロジェクション画面に描かれたものをすべて見ることができ
る。レーザー追跡電子ホワイトボードの例としては、ＰｏｌｙＶｉｓｉｏｎ社製の双方向
電子ホワイトボードＷｅｂｓｔｅｒ（商標）Ｌａｓｅｒ　Ｔｒａｃｋｉｎｇ（ＬＴ）Ｓｅ
ｒｉｅｓが挙げられる。レーザー追跡技術は、特別に符号化されたペンまたはスタイラス
を必要とする場合がある。ＬＴ技術は、特別に符号化されたペンまたはスタイラスがプレ
ゼンテーション面にわたって移動するのを追跡する赤外線レーザーを使用する、光学追跡
インターフェイスを利用する。使用されるプレゼンテーション面に関わらず、処理装置が
画面上に描かれたものを取得する間、出席者はプレゼンテーション面に描かれたものをす
べて見ることができる。その他の電子ホワイトボード技術としては、超音波ペン追跡、赤
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外線ペン追跡、電磁気ペン追跡等が挙げられる。
【００６３】
　電子ホワイトボードシステム１００は、電子ホワイトボードシステム１００と通信を行
うことができるリモート制御装置１３０、またはそのコンポーネントを含んでもよい。例
えば、リモート制御装置１３０は、電子ホワイトボード１０５、処理装置１１５、投影装
置１２５、またはそれらの組み合わせと通信を行うことができる。リモート制御装置１３
０とシステム１００の別のコンポーネントとの間の通信は、赤外線またはレーザー技術を
含むがこれらに限定されない、電磁気技術によるものであってよい。また、リモート制御
装置１３０と電子ホワイトボードシステム１００との間の通信は、従来の無線、ラジオ、
または衛星技術によるものであってよい。
【００６４】
　双方向トレイシステム
　本発明は、非双方向プレゼンテーション面に双方向性を提供できる装置である。現在、
フラットパネルディスプレイ用のほとんどの双方向通信システムは、大きなフレームおよ
び様々な機構、例えばコーナーカメラ配置でフラットパネルディスプレイを完全に取り囲
むことを必要とする。本発明のトレイシステムは、従来のフレーミングの不利な点をなく
し、有益なことに双方向システムで使用されるスタイラスを保持するためのトレイを提供
する。
【００６５】
　図２～４は、本発明の実施例を示す。これらの図には、双方向通信システム２００が示
されている。双方向通信システム２００は、プレゼンテーション面２０５を備えることが
できる。プレゼンテーション面２０５は一般に、非双方向プレゼンテーション面である。
【００６６】
　一般に、プレゼンテーション面は、上辺、下辺および２つの側辺を有する長方形の設計
である。当業者であれば十分に理解するように、プレゼンテーション面は三角形、円形、
多角形等、その他の形状および設計であってよい。
【００６７】
　標準的なプラズマまたはＬＣＤ画面に双方向性を提供することが知られている。該当す
る双方向性としては、プレゼンテーション面への入力を追跡するためのレーザー技術、カ
メラベースのシステム、または発光ダイオード（ＬＥＤ）を備える追跡技術が挙げられる
。
【００６８】
　従来、プレゼンテーション面全体は双方向性のためにフレームで覆われており、プレゼ
ンテーション面の下側に置かれたトレイが複数のスタイラスを保持している。フレームは
、追跡技術を実装するために、プレゼンテーション面よりもずっと大きい場合がある。残
念なことに、フレームは極めて高価で扱いにくい場合があり、プレゼンテーション面ごと
に独自に設計されなくてはならない。実際、カメラベースのシステムは一般に、ディスプ
レイ前面にガラスまたはＰｌｅｘｉｇｌａｓ（登録商標）のシートを含む。一部のプレゼ
ンテーション面製造業者は、プレゼンテーション面周辺の手が届く多様な位置に制御部を
設け、また多数の位置にスピーカを、異なるエリアに換気装置を位置させる。そのため各
フレームはプレゼンテーション面のタイプに応じて個別に精巧に作られなくてはならない
。さらに、該当するフレーミングはスピーカ配置にも干渉するであろう。
【００６９】
　図２～４に示すように、本双方向トレイシステム２００は、システムの全双方向性を双
方向トレイシステム２５０内に置き、プレゼンテーション面２０５に留められ得る単一の
アイテムを提供し、現在使用されているラップアラウンド型の設計の必要性をすべて除去
する。このシステムは、プレゼンテーション面２０５および双方向トレイシステム２５０
から、双方向通信システム２００を作成する。一般に、トレイ２５０はプレゼンテーショ
ン２０５の下側に置いてよい。
【００７０】
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　本発明は、プレゼンテーション面の大きなフレームを排除する双方向トレイシステム２
５０を備え、プレゼンテーション面２５０のスピーカシステムおよび制御システムを危険
にさらすことを、一般に該当するシステムに干渉し得るフレーミングを除去することによ
って回避する。本双方向トレイシステム２５０は、プレゼンテーション面２０５の覆いを
削除し、標準的なプレゼンテーション面において使用することができる。単一のトレイシ
ステム２５０は、様々なサイズのプレゼンテーション面、様々な製造業者、様々な種類の
ディスプレイ―ＬＣＤ、プラズマ等―で使用することができる。
【００７１】
　トレイシステム２５０は、非双方向プレゼンテーション面２０５に近接する機器を感知
するように構成されるセンサシステムを含む。さらに、センサシステムは追跡システムと
通信を行う能力を有する。センサシステムは、好ましくは、複数の赤外線センサを備える
ことができる。好適な実施例において、トレイシステム２５０において使用されるセンサ
システムは、高解像度超音波位置取得システムを使用するＶｉｒｔｕａｌ　Ｉｎｋ社製の
ＭＩＭＩＯによって製造される。また、センサシステムは、プレゼンテーション面２０５
に近接する機器の位置データを得るために三角測量技術を使用することができる。センサ
システムは、プレゼンテーション面２０５に近接する機器の位置データを提供することが
できる。
【００７２】
　追跡システムは、発表者がリモート位置からコンピュータを制御できるように使用され
る。追跡システムは概して、コンピュータおよびコンピュータから離れたプレゼンテーシ
ョン面を含む。追跡システムは、プレゼンテーション面におけるアクションをコンピュー
タと同期させる。追跡システムを使用する際、発表者はプレゼンテーション面からコンピ
ュータを制御することができる。プレゼンテーション面においてコマンドを確実にする、
適切に調整された追跡は、コンピュータまたは処理装置によって適切に実行される。
【００７３】
　追跡システムは、双方向トレイシステム２５０のユーザがプレゼンテーション面２０５
からコンピュータを制御することを可能にする。追跡システムは、非双方向プレゼンテー
ション面２０５と近接する機器を識別するために、センサシステムと通信を行う。次いで
追跡システムは、コンピュータをプレゼンテーション面に合わせて調整するために、セン
サシステムから得た関連位置データをコンピュータへ伝達することができる。
【００７４】
　本発明は、システムの双方向性をトレイシステム２５０に統合する。双方向システムを
トレイ２５０に統合することでより薄い設計となり、よりいっそう安価で多くのモデルに
適用することができ、それによってシステムの美観を高め、双方向性を持つプレゼンテー
ション面を提供するために必要な部品の数およびサイズを大幅に低減する。また、トレイ
２５０は、あるプレゼンテーション面から別のプレゼンテーション面へ容易に移動させる
ことができる。
【００７５】
　本トレイシステム２５０は、プレゼンテーション面２０５をクランプで留めることがで
き、好ましくは超音波と赤外線の組み合わせを使用して、面２０５に近接する書き込み／
イレース機器または接触の場所を三角測量するために必要な三角測量を提供する。該当す
る超音波および赤外線追跡システムは既知であるが、これらの従来のシステムは、様々な
理由によりプレゼンテーション面の側面または上側に置かれ、それらの理由はすべて、プ
レゼンテーション面２０５の下側に置くことを可能にする本双方向トレイシステム２５０
によって克服されたものである。
【００７６】
　該当するシステムで使用する際の超音波および赤外線技術に関する困難の一部として、
追跡システムが従来のシステム内にあるトレイの下側にある場合、発表者の手が追跡の邪
魔になる場合があることが挙げられる。さらに、該当の下側に位置するトレイには埃が落
ちる場合があり、これがセンサを妨害する場合がある。また、従来のシステムは、背景熱
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および赤外線に浸されており、これが従来の追跡システムに干渉し、これまでパネルの下
側に位置する該当の双方向トレイをほとんど不可能にしてきた。
【００７７】
　背景赤外線は室内光に面する従来の双方向システムによって捕らえられ、赤外線はプレ
ゼンテーション面によって放出される。プラズマ画面は確かに大量の熱（この熱は超音波
検出の精度に影響を及ぼす「音波蜃気楼」を作り出すことができる）を生成するが、これ
らは途方もない量の赤外線も生成する。したがって、赤外線センサを使用する追跡システ
ムは、不利なことに、プレゼンテーション面から生じる大量の赤外線による影響を受ける
。表面から生じた赤外線は、追跡システムによって使用された比較的少量の赤外線を識別
しようとする追跡システム内の赤外線受信機を圧倒する場合がある。
【００７８】
　図５～９は、双方向トレイシステム２５０の詳細を示す。本双方向トレイシステム２５
０は、シールドシステム３００および換気システム４００を提供することによって、上記
の問題を克服するための新規で自明でない技術を備える。シールドシステム３００は、赤
外線受信機への光を制限することを含む、干渉を制限するための方法である。換気システ
ム４００は、熱に関連する問題に役立つためにプレゼンテーション面を冷却する方法であ
る。さらに、換気システム４００は、埃およびそのような集塵に関する問題を低減する方
法である。
【００７９】
　本双方向トレイシステム２５０は、センサシステムに悪影響を及ぼすプレゼンテーショ
ン面２０５から生じる干渉（一般に熱および赤外線）を効果的に排除するためのシールド
技術を備え、そのため本システムは、プレゼンテーション面２０５の熱（換気システム４
００による）とプレゼンテーション面２０５の赤外線（シールドシステム３００による）
との両方の影響をより受けにくい。
【００８０】
　本双方向システムは、センサの視界の視程を制限するためにシールドシステム３００を
利用し、そのため「見える」主なエリアはプレゼンテーション面または室内光からではな
く追跡システムから生じる赤外線である。シールドシステム３００は、センサシステムへ
の干渉をさらに低減させる。
【００８１】
　本システムは、指がプレゼンテーション面２０５に接近しすぎず、ユーザが手または肘
をプレゼンテーション面２０５に乗せたくならないように、特殊なスタイラス（図示せず
）を利用することによって、追跡干渉を克服することができる。
【００８２】
　シールドシステム３００は、幅および赤外線フォトダイオードからの距離が制御された
、１つ以上のスリット３０２のスタックの組み合わせを含んでよい。この方位および数の
スリットは、センサのフィールドである平面を的確に制御することができる。このスリッ
トは、正確を期してレーザー切断することができる。
【００８３】
　本発明のシールドシステム３００は、ホワイトボード技術、リアプロジェクション、プ
ルダウンプロジェクション画面、壁、フリップチャート、紙、その他を含む、フラット画
面システム以外の多くの非双方向面に適用することができる。
【００８４】
　従来の埃問題を克服するために、双方向トレイシステム２５０は、ファンを含む、主に
２つのことをする換気システム４００を備える。第１に、換気システム４００は埃がトレ
イ２５０に落ちて積もるのを制限する。トレイ２５０内の埃の量を低減させるには多くの
方法がある。換気システム４００は、埃を低減させるために空気循環を使用する。第２に
、換気システム４００は、双方向通信システム、好ましくはプレゼンテーション面２０５
を冷却する。プラズマディスプレイは特に大量の熱を生じさせる傾向がある。失望したこ
とに、業界は該当するプレゼンテーション面の熱問題を克服することができていない。暑



(18) JP 2008-508748 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

い砂漠の層に沿って生じるように、プレゼンテーション面２０５から熱波が放射される。
プレゼンテーション面２０５からの熱は、超音波検出を通じてスタイラスのステータスを
判断する際にシステムトラブルを引き起こす場合がある。換気システム４００内のファン
と本トレイ２５０の統合は、プレゼンテーション面２０５からの熱を除去するのに役立ち
、したがって、より鮮明な写真を参加者に提供する。換気システム４００は、好ましくは
、プレゼンテーション面に気流を吹き上げたり留めたりする。結果として、ファンはプレ
ゼンテーション面の裏から空気を引く。したがって、プレゼンテーション面２０５は、そ
れにわたって吹く空気によって冷却される。
【００８５】
　好ましくは、トレイ２５０は、クランプ機構２７５によってプレゼンテーション面２０
５の下端に近接して留めることができる。図８は、非双方向プレゼンテーション面の下側
に置かれたトレイ２５０を示す。トレイ２５０は、美観目的のためにプレゼンテーション
面２０５の下側に装着され、一部のプレゼンテーション面については、プレゼンテーショ
ン面の垂直側面に沿ったスピーカを含む。また、トレイ２５０をプレゼンテーション面２
０５の下側に置くことにより、三角測量シーケンスのための有益なアルゴリズムを組み込
むことがわかっている。トレイシステム２５０は、複数のスタイラスを保持することがで
きるトレイ部分２５５を含んでよい。
【００８６】
　図１０は、双方向トレイシステム２５０を接続する方法を示す。当該方法は、ステップ
１０００から開始する。１０２０において、双方向トレイ２５０はプレゼンテーション面
２０５に装着することができる。好適な実施例において、双方向トレイ２５０は、非双方
向プレゼンテーション面に装着される。次いで双方向トレイ２５０は、１０４０において
、処理装置に接続される。この接続は有線接続を通じて用いられてよい。それにもかかわ
らず、この通信は金属または光ファイバ有線プロトコルに限定されるものではないことが
理解されるであろう。このリンケージは、無線データプロトコル（例えば、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ通信等）による無線接続を介するものであってよい。さ
らに、ネットワークを通じて接続が作られる。１０６０において、後にさらに詳述するキ
ードライブシステムは、双方向トレイ２５０に接続される。最後に１０６０において、キ
ードライブシステムのソフトウェアが処理装置にロードされる。その後双方向トレイシス
テム２５０は使用の準備が整う。
【００８７】
　非双方向プレゼンテーション面を双方向通信システム２００に変換する方法も提供され
る。当該方法は、非双方向プレゼンテーション面に近接する機器を感知するステップを含
む。当該機器は、ドライイレースマーカー、ノンマーキングスタイラス、指等であってよ
い。好ましくは、このセンシングはプレゼンテーション面２０５の下側に位置するトレイ
２５０から生じたものである。センサシステムがプレゼンテーション面２０５付近の機器
を感知するため、当該機器はプレゼンテーション面２０５と接触するか、単に当該面２０
５に近接する場合がある。
【００８８】
　当該方法は、位置データを介して機器の位置をコンピュータと通信するステップも含ん
でよい。当該機器は、プレゼンテーション面に近接する場合、位置を有する。この位置デ
ータは、コンピュータまたは処理装置と通信できる。
【００８９】
　当該方法は、非双方向プレゼンテーション面を追跡するステップをさらに含む。追跡す
るステップは、１データをコンピュータと同期させる。非双方向プレゼンテーション面を
双方向通信システム２００に変換するその他のステップは、機器のセンシングをシールド
することによって干渉を低減させるステップを含む。これは一般に、シールドシステム３
００により扱われる。
【００９０】
　双方向通信システム２００の要素の温度も低下させることができる。この場合、温度の
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低下は、プレゼンテーション面の温度の低下、たとえばプラズマまたはＬＣＤ画面の温度
の低下、もしくは双方向通信システム２００のトレイの温度の低下であってよい。換気シ
ステム４００はファンを含むことができるため、ファンが温度の低下を実行することがで
きる。
電子プレゼンテーションメッセージングシステム
　本発明は、Ｅメールシステムを含む双方向通信システムをさらに備える。本Ｅメールシ
ステムは、プレゼンテーションの可搬性の問題を解決する。本発明は、双方向通信システ
ムとの間でプレゼンテーションおよびメモを電子メールで送信することを可能にするＥメ
ールシステムを備える。
【００９１】
　本発明は、双方向通信システムとの間でプレゼンテーションおよびメモを伝送すること
を可能にする電子プレゼンテーションメッセージングシステムを備える。本明細書におい
て使用する場合、「プレゼンテーション」は注釈なしで提示される作品として定義され、
「メモ」はプレゼンテーションの注釈として定義される。例えば、ユーザはＰｏｗｅｒＰ
ｏｉｎｔ（登録商標）シリーズ（「プレゼンテーション」）を準備し提示するかもしれず
、シリーズの過程中、参加者およびユーザは双方向的にシリーズに（「メモ」で）注釈を
付けるかもしれない。
【００９２】
　双方向通信システムへのプレゼンテーションメッセージ
　本電子プレゼンテーションメッセージングシステムは、本明細書においてはＥメールシ
ステムと称され、発表者が一箇所でプレゼンテーションを作成し、それを会議室に電子メ
ールで送信することを可能にする。好ましくは、発表者は机とコンピュータで作業し、楽
にプレゼンテーションを１つにまとめる。発表者は、会議室を含むあらゆる場所へラップ
トップを持ち運ぶ必要がないほうがよい。
【００９３】
　例えば、内蔵プロセッサを有する双方向通信システム、より具体的には電子ホワイトボ
ードは、そのためＥメールシステムを含むように修正され、投影装置に接続することがで
きる。したがって、発表者は離れたコンピュータから電子ホワイトボードへプレゼンテー
ションを電子メールで送信し、ボードに移動させ、単純にボタンを押下し、電子メールで
送信されたプレゼンテーションを見直すことおよび／またはプレゼンテーションを開始す
ることができる。
【００９４】
　好適な一実施例において、本Ｅメールシステムは、ルームスケジューリングシステム等
の第３の装置に統合される。あるいは、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）またはその他のエク
スチェンジサーバを使用してもよい。そのため、このウェブベースのインターフェイスを
使用する代わりに、本ＥメールシステムをＥメールプログラムソフトウェアと統合しても
よい。
【００９５】
　図１１は、本Ｅメールシステムの、画像回収システム５００、ルームスケジューリング
システム５１０、画像取得システム５２０、ＬＡＮ５３０およびＰＣ５４０を含む、双方
向通信システムのいくつかのコンポーネントのうち１つ以上との統合を示す。本Ｅメール
システムは、これらのコンポーネントの１つによって実装され得る。例えば、図に示すよ
うに、スケジューリングシステム５１０は、画像の回収および会議のスケジュールを両方
行う。双方向通信システムは画像取得システムを組み込み、Ｅメールシステムはこれらの
コンポーネントのうち一方または両方と直接的に通信を行うことができる。
【００９６】
　スケジューリングシステム５１０は、内蔵されたウェブサーバを持ちイーサネット（登
録商標）に接続された、部屋のドアの外側にある双方向ディスプレイ装置を含む。会議室
のスケジュールを組みたい場合、コンピュータ上のウェブブラウザにアクセスし、部屋の
名称またはアドレスを入力して、部屋のスケジュールを組む。
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【００９７】
　該当するウェブベースのシステムを使用して、ユーザは会議室へプレゼンテーションを
電子メールで送信することができ、プレゼンテーションは室内にある双方向通信システム
によって捕えられる。スケジューリングシステム５１０は本発明のＥメールシステムを可
能にするだけでなく、プロセス全体を真に自動化するために、参加者の招待と他のスケジ
ューリング機能を統合することができる。
【００９８】
　この技術の例を図１２に示しているが、ここでユーザはスケジューリングシステム５１
０を使用して、当該ユーザがプレゼンテーションを電子メールで送信しようとしている（
プレゼンテーション会議室にある）双方向通信システムの特定のコンポーネントのＥメー
ルアドレスを取り出す。プロセスは１２００から開始される。１２１０において、ユーザ
は双方向通信システム、一般にホワイトボードへプレゼンテーションを電子メールで送信
する。次いで１２２０において、発表者―ユーザであってよい―は、双方向通信システム
でプレゼンテーションを受信する。スケジューリングシステム５１０はプレゼンテーショ
ンを双方向通信システムにアップロードする。このようにして、１２３０において、プレ
ゼンテーションは提示する準備が整う。プレゼンテーションは、プレゼンテーションにメ
モの注釈付けを行うことを可能にしながら、双方向通信システムにおいて行われる。
【００９９】
　双方向通信システムからのプレゼンテーションメッセージ
　本Ｅメールシステムは、会議室内の双方向通信システムにプレゼンテーションを提供す
るだけでなく、プレゼンテーションおよびメモを装置から参加者へ送信することもできる
。双方向会議を離れるとプレゼンテーション／メモが当該人物の元へ届くようにすること
ができるべきである。当該人物は、コンピュータまたはメモリ素子（例えば、ディスケッ
トまたはＣＤ－ＲＯＭ）をあらゆる場所に携えて行くことについて心配する必要はないは
ずである。現在、プレゼンテーションダウンロード時にコンピュータのプラグを差し込み
、プレゼンテーションをプリンタに割り当て、またはそれをウェブページに保存しなけれ
ばならず、いずれにしても、会議が延期された場合、ユーザは情報をアーカイブするため
積極的に何かをしなくてはならないであろう。ユーザは、それをウェブページからプルダ
ウンする、１枚の紙においてスキャンする、または、コンピュータからそれを整理しなけ
ればならないかもしれず、かなりのセットアップ時間がかかる。
【０１００】
　本電子プレゼンテーションメッセージングシステム、すなわちＥメールシステムは、こ
れらの問題をなくすものである。参加者は会議中、アーカイブの問題について心配する必
要がない。会議が延期された場合、情報はＥメールを通じて参加者の元へ届く。Ｅメール
システムは、上述のスケジューリングシステムのようなウェブベースのシステムを通じて
調整することができ、これによって参加者数を追跡し、Ｅメールを介してプレゼンテーシ
ョンを各参加者へ自動的に送信することができる。
【０１０１】
　システムは、メモおよびその他の双方向アクションをリアルタイムで取得し、または発
表者はプレゼンテーション進行中にアーカイブすべき情報のタイプを手動で選択すること
ができる。その後、会議が行われると、システムは双方向装置から画像を回収し、また、
会議の終了時には、終了したばかりの会議についてアーカイブされた情報のＥメールを参
加者へ自動的に送信する。あるいは、各保存された画像は、会議終了時のプレゼンテーシ
ョン全体の単一Ｅメールとは対照的に、一度に、またはＥメールの別の組み合わせで、電
子メールで送信することができる。電子メールで送信された画像は、ＰＤＦファイル、Ｊ
ＰＥＧファイル、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ（登録商標）ファイル等を含む多くのフォーマッ
トを含んでよい。メモは、プレゼンテーションと組み合わせてもよいし、別ファイルのま
までもよい。ユーザはメモを聴衆に送信できる方法を選択することができる。
【０１０２】
　あるいはＥメールシステムは、スケジューラが参加者情報を有していない場合、または
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その部屋では会議のスケジュールが組まれていないのに部屋が自然発生的に使用された場
合、プレゼンテーションを次に多くの参加者に転送することができる１人の管理者プレゼ
ンテーションを送信することができる。
【０１０３】
　この技術の例を図１３に示しているが、ここでユーザはスケジューリングシステムを使
用して会議のスケジュールを組むことができ、メモおよびその他の双方向アクションは参
加者に送信される。双方向通信から電子メールを送信するプロセスは、１３００から開始
する。ユーザはスケジューリングシステムを使って会場のスケジュールを組み、会議が始
まる。プレゼンテーション中の不連続な時刻、または終了時に、当該ユーザはウェブ／ア
ーカイブにメモを保存する。１３１０において、スケジューリングシステムはメモを回収
し、プレゼンテーションに注釈を付けられたメモが保存される。１３２０においてプレゼ
ンテーションが終了する。発表者は、電子メールの送信において２つのオプションを有す
る。まず１つは、１３３０において、Ｅメールを自動的に自身へ送信させることである。
あるいは、１３４０において、Ｅメールは参加者全員に送信してもよい。発表者は、プレ
ゼンテーションの開始時または終了時に、いずれかのオプションを選択することができる
。
【０１０４】
　双方向演壇
　本発明は、リモート制御システム（図示せず）およびモバイル電力システム１４２０を
含む、図１４に示すような双方向演壇システム１４００用のモビリティシステムをさらに
備える。
【０１０５】
　双方向演壇システム１４００は、タッチ画面１４０２、一般に液晶表示（ＬＣＤ）画面
であってよい。タッチ画面１４０２はスタイラス（図示せず）で操作することができる。
演壇１４００は、マウスを制御するためのビデオ入力およびＵＳＢポートを含んでよい。
処理装置１４１２はプレゼンテーションを実行する。
【０１０６】
　マークアップツールを双方向演壇で使用することが必要であるが、該当するツールは現
在、参加者に観測できるツールバーとして提供されている。オンスクリーンツールバーは
、一般にプレゼンテーションの邪魔になる。あるいは、一部の演壇システムは画面周辺の
ハードボタンにマークアップツールを置いており、ここでツールバーはプレゼンテーショ
ンを妨害しないが、ユーザはボタンを押下するために画面に近接している必要があるため
、自由に室内を歩き回ることができない。
【０１０７】
　本発明は、システムにリモート制御（図示せず）を提供することによって、マークアッ
プツール等を使用しながら、完全にディスプレイから解放されることを可能にする。した
がって、例えば、ペンタイプおよび色をディスプレイから離れて選択することができる。
図１５は、双方向演壇１４００に含まれる典型的な画面１４０２の拡大図を描写している
。
【０１０８】
　本発明は、画面または双方向ホワイトボード上にも投影される、コンピュータディスプ
レイにポイント、クリック、および注釈を付けるために使用できるペンベースの入力を持
つＬＣＤディスプレイ１４０２を有する、双方向演壇システム１４００を含む。また、双
方向演壇システム１４００は、提示中に室内を歩き回る能力を可能にするリモート制御（
図示せず）を含むための、その種の１つにすぎない。
【０１０９】
　双方向演壇システム１４００は、好ましくは、電子スタイラス、スタイラスチップ、１
１０Ｖ（または２４０Ｖ）電源、定格６５Ｗ以上、スタイラス用の単四電池１個、６フィ
ートのユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ケーブル、および６フィートのオス－オスビ
デオケーブルのような関連コンポーネントを含む、図１５に描写するような１５インチパ
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ネル画面１４０２を含むことができる。好ましくは、画面１４０２はＬＣＤ画面である。
【０１１０】
　図１６は、双方向演壇システム１４００の実施例およびリモートと投影された画像との
間の通信を描写している。双方向演壇システム１４００は、好ましくは双方向ＬＣＤパネ
ルシステムと、リモート制御１４１２およびコンピュータと連動するリモート制御受信機
１４１４を含むリモート制御システムを備える。
【０１１１】
　描写しているように、リモート１４１２はリモート受信機１４１４へ信号を送信するこ
とができる。リモート受信機１４１４はリモート１４１２から送信された信号を受信する
。リモート受信機１４１４は、処理装置またはコンピュータ１４１６に接続することがで
きる。コンピュータ１４１６は、プレゼンテーション面に投影すべき画像を送信すること
ができる。処理コンピュータ１４１６とプレゼンテーション面との間の接続通信は配線リ
ンクとして描写されており、すなわちこの接続は有線接続を通じて用いられてよい。それ
にもかかわらず、この通信は金属または光ファイバ有線プロトコルに限定されるものでは
ないことが理解されるであろう。このリンケージは、無線データプロトコル（例えば、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ通信等）による無線接続を介するものであっ
てよい。さらに、プレゼンテーション面は、コンピュータ１４１６と接続するネットワー
クを通じて接続がなされ得る。
【０１１２】
　リモート制御１４１２は、カスタムトップまたはキーパッドを持つタッチパッドリモー
ト制御設計に基づくものであってよい。リモート制御１４１２の赤外線信号は、リモート
制御受信機１４１４によって受信される。好ましくは、１つの部屋で最高３台の装置（ホ
ワイトボードまたは演壇）を使用してよい。リモート１４１２は、リモート制御１４１２
の側面にあるＡ／Ｂ／Ｃアドレススライドスイッチによって、１回に１つのコンピュータ
１４１６上のソフトウェアのみを制御するように構成されてよい。
【０１１３】
　図１７は、リモート制御受信機１４１４を示す。リモート制御受信機１４１４は、上方
からのものを含み室内のあらゆる場所（最大４０フィート）のリモート制御から赤外線信
号を受信できるパック形状の装置内にある赤外線受信機であってよい。受信機１４１４は
、長方形の（タイプＢ）コネクタを持つ６フィートの配線ＵＳＢコードを有してよい。受
信機１４１４は、壁および卓上取り付けを可能にするため、後部に２つの鍵穴スロットを
有する。
【０１１４】
　ケーブルは後方または側面いずれからでもケースを抜け出ることができ、位置はユーザ
設定可能であり、恒久的な取り付け（例えば、壁に）または一時的な取り付け（例えば、
机に置く）を可能にする。好ましくは、装置の形状は概してパック状である。実際には、
パック上に可視インジケータ（ＬＥＤ）のない設計が実施され得る。
【０１１５】
　開示されているリモート制御可能な電子演壇システムは、ユーザが電子演壇および装着
されたコンピュータ端末の両方からリモートな位置または遠方から電子演壇システム１４
００を操作することを可能にすることができる。したがって、ユーザは、電子演壇システ
ムを操作する能力を維持しながら、より広範囲な可動性を有する。
【０１１６】
　開示した電子演壇システムを操作するために、リモート制御装置１４１２を、電子演壇
１４００の表面からの、または装着されたコンピュータ端末からの入力と組み合わせて使
用することによって、電子演壇の表面に投影される複数のメニューおよびアイコンの必要
性が低減される。本発明のいくつかの側面において、リモート制御装置１４１２は、電子
演壇システム１４００の機能を修正することができる様々な制御エリアを起動するために
使用され得る。例えば、リモート制御装置１４１２は、ユーザが投影された画像を使って
作業している際、または物理的に電子演壇システム１４００へ直接書き込んだり描いたり
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している際に、ペンモードを切り替えるために使用され得る。あるいは、リモート制御装
置１４１２は、電子演壇システム１４００に書き込まれた、または投影されたデータ、も
しくは書き込まれたデータと投影されたデータの組み合わせを保存または印刷するために
使用することができる。
【０１１７】
　本発明の一側面は、電子演壇システム１４００に、当該電子演壇システム１４００に信
号を伝送するための伝送装置を持つ本体部分を有するリモート制御装置１４１２を提供す
る。リモート制御装置１４１２は、選択されると電子演壇システム１４００の動作をリモ
ートに制御するための信号の電子演壇システム１４００への伝送をトリガーする、少なく
とも１つのアクチュエータを含んでよい。電子演壇システム１４００は、リモート制御１
４１２からの信号を受信するための受信装置１４１４をさらに含んでよい。受信装置１４
１４は、電子演壇システム１４００、そのコンポーネント、またはそのコンポーネントの
組み合わせと通信を行ってよく、もしくはコンピュータ１４１６に装着されてよい。
【０１１８】
　本発明の別の側面は、処理装置１４１６に動作可能なように接続された電子演壇を有す
る電子演壇システム１４００と、当該電子演壇１４００へ信号を伝送するためのリモート
制御装置１４１２とを提供する。当該信号は、電子演壇システム１４０によって命令のセ
ットを実行させるものである。当該信号は、リモート制御１４１２から信号を受信するた
めに電子演壇１４００と動作可能なように接続された受信装置１４１４も有する。システ
ムが命令のセットを実行する場合、システムの機能は、変更されるか、開始されるか、終
了されるか、修正されるか、そうでなければ影響される。
【０１１９】
　電子演壇システム１４００を操作する典型的な方法は、リモート制御装置１４１２から
信号を受信するステップと、信号の受信を受けて命令のセットを実行するステップとを含
み、命令のセットは電子演壇システム１４００の機能を変更する。信号は、電子演壇表面
または装着されたコンピュータ１４１６から受信することもできる。したがって、別の側
面は、リモート制御装置１４１２および電子演壇またはその関連コンピュータ装置１４１
６の表面から信号を受信することによって電子演壇システム１４００を操作する方法を提
供する。
【０１２０】
　リモート制御可能な演壇システム１４００を操作する別の典型的な方法は、リモート制
御装置１４１６から信号を受信するステップと、信号の受信を受けて命令のセットを実行
するステップとを含み、命令のセットは電子演壇１４００の表面に表示された画像を変更
する。
【０１２１】
　システムは、例えばその端にＵＳＢコネクタを有し、会議室の周辺に置かれ、講堂全体
に受信機を装備し、全面的な可動性を提供する、リモート制御受信機１４１４を組み込ん
でよい。
【０１２２】
　ホワイトボード用のＰｏｌｙＶｉｓｉｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ社製Ｗａｌｋ－ａ
ｎｄ－Ｔａｌｋ（商標）プレゼンテーションシリーズは、厄介なオンスクリーンツールバ
ーを効果的に除去することがわかったが、本モバイル演壇システム１４００は、リモート
制御システム１４１０を介してオンスクリーンツールバーのない演壇を実装する初めての
ものである。このシステムを図１４に描写している。
【０１２３】
　本発明は、演壇システム１４００をさらに移動できるようにするために、演壇システム
用のモバイル電力システム１４２０をさらに含んでよい。現在の双方向ＬＣＤ画面１４０
２演壇は、ビデオおよびデータのためのケーブルならびに電力、また状況によってはコン
ピュータ接続を必要とし、床に固定的に取り付けられている、かつ／またはケーブルによ
って講堂内の単一の場所に取り付けられている。要するに、本発明は、双方向演壇に可動
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性を可能にするためのバッテリおよびホイールを提供する。また、コンピュータが演壇上
にある必要がないように、無線リンクを提供することができる。あるいは、コンピュータ
が演壇上にあっても、プロジェクションへの配線は必要ない（例えば、８０２．１１ｂを
使用）。したがって本演壇は、真にコードレスである。
【０１２４】
　好ましくは、バッテリユニットは、ラップトップおよびディスプレイの両方を駆動する
ために１１０ボルトを提供する。コンピュータは有線ビデオを有することができるが、プ
ロジェクタに伝送するために、例えばＩＥＥＥ８０２．１１ｂ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇ
またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈを使用する場合もある。プロジェクタも同様に無線性能を有す
ることができる。
【０１２５】
　本バッテリシステムは、演壇ユニット以外にも、ホワイトボードシステムを含むその他
の双方向通信システムにおいて使用することができ、有線または無線のプリンタ等を含む
多数の装置を駆動するために使用することができる。
【０１２６】
　キードライブシステム
　本発明は、キードライブと双方向装置との間にハブを置く、キードライブシステムの接
続装置への統合をさらに備える。これはＹ形状のコネクタおよび接続の切り替えを確立す
るもので、２本の代わりに単一のケーブルを残し、ここで一方のケーブルのプラグを差し
込むが、ソフトウェアは１つの仮装装置、双方向製品はもう１つの仮装装置であり、その
ため２つの装置はプラグを差し込むとインストールできる。
【０１２７】
　この統合されたキードライブシステムコンセプトは、双方向ホワイトボードまたはフラ
ットパネルに使用できるだけでなく、ビデオゲームからテレビセットまで、すべての種類
の製品において使用することができる。
【０１２８】
　ローディングソフトウェア、より具体的にはソフトウェアドライバは複雑で、多くの場
合、厄介なプロセスである。通常、このプロセスを適切に完了させるにはかなりの時間を
必要とする。残念なことに、このプロセスは例えばディスケットまたはＣＤ－ＲＯＭ等、
多数のソフトウェアを必要とする。一般的な方法は、装置を接続し、装置を起動するため
、新しいソフトウェアドライバをコンピュータにインストールすることである。
【０１２９】
　１つ以上のディスケットを含む場合があるソフトウェアをロードする場合、ディスケッ
トの挿入順序は重大である。また、ディスケットを手元に置いておくという、ハードドラ
イブに何かを起こすはずの方式が必須である。したがって、必要なのは、ディスケットの
必要性なくソフトウェアドライバおよびソフトウェアをロードする容易かつ直接的な方法
である。
【０１３０】
　即時アクセスは、キードライブによって実現される。キードライブは、即時プラグアン
ドプレイを可能にする、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ディスクオンチップのフラ
ッシュメモリ記憶装置であってよい。ＵＳＢケーブルに装着されたキードライブは、プラ
グをコンピュータに差し込んで双方向通信システムを即時に接続し、システムソフトウェ
アを例えば引き出しに格納する必要性がなくなる。要するに、キードライブは市場におけ
るその他の双方向システムで必要とされる特別なアプリケーションソフトウェア（通常Ｃ
Ｄ－ＲＯＭによって提供される）に取って代わるものである。一般的な双方向通信システ
ムはプリンタと同様のドライバ上で起動し、誰でも双方向通信システムを即時に使用開始
することを可能にしている。キードライブ技術を使用することにより、ユーザは双方向シ
ステムを直ちにコンピュータへ接続することができ、事前に計画する必要性がなくなる。
【０１３１】
　キードライブは、一端に「Ｙ」を形成する標準ＵＳＢケーブルの一端へ物理的に装着す
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ることができる。例えば、双方向通信システムソフトウェアをコンピュータにインストー
ルするためには、単純に（ＵＳＢケーブル上の）キードライブをコンピュータのＵＳＢポ
ートに接続する。ソフトウェアのインストールが完了すると、ＵＳＢキードライブは接続
を断たれ、ストレートＵＳＢケーブルがその場所に接続される。
【０１３２】
　したがって、Ｙコネクタ技術を、１つのコネクタを効果的に統合し、ドライバローディ
ング時にコネクタをＵＳＢコネクタへ変更する必要性をなくすことに置き換えられれば、
有益であろう。したがって、この技術は代替としてメモリ素子を有する単一のケーブルを
使用することができ、メモリ素子の電子はロックアウトされる場合があり、結果として単
一ケーブルシステムとなる。
【０１３３】
　キードライブシステムは、Ｙ形状のコネクタケーブルにおいて実装することができる。
好適なケーブルシステム１８００を図１８に図示し、ケーブル１８４０として示す。レッ
グコネクタ１８３０は、双方向通信システム、例えば電子ホワイトボードに接続すること
ができるコネクタである。好ましくは、ケーブルシステム１８００のコネクタはユニバー
サルシリアルバス（ＵＳＢ）コネクタであってよい。ケーブル１８４０の他端は、Ｙ接続
を含む。第１のコネクタ１８１０はコンピュータに接続されてよく、また、コネクタ１８
１０はさらにメモリ素子を含んでよい。コネクタ１８２０もコンピュータに接続されてよ
い。
【０１３４】
　第１のコネクタ（レッグ）を有する第１の端と、第２のコネクタ（アーム）の対を有す
る第２の端を有するＹコネクタシステムを、本発明は、Ｙコネクタの第２の端にある第２
のコネクタの１つ（１つのアーム）に接続されたメモリ素子を有することによって改良さ
れる。
【０１３５】
　図１９は、ソフトウェアドライバをインストールする論理流れ図を示す。方法１９００
を示す。１９１０において、コネクタ１８４０のレッグのコネクタ１８３０は、双方向通
信システム１００に挿入される。次いで、１９２０において、ケーブルシステム１８００
の第１のアームコネクタ１８１０が処理装置に挿入される。第１のアームコネクタ１８１
０は、メモリ素子を含んでよい。コネクタ１８１０を処理装置に挿入する際、ステップ１
９３０が行われ、ソフトウェアまたはドライバが処理装置にロードされる。ソフトウェア
のロードが完了すると、第１のアームコネクタ１８１０は処理装置から除去することがで
きる、すなわちステップ１９４０である。１９５０において、次いでケーブルシステム１
８００の第２のアームコネクタ１８２０が処理装置に挿入することができる。その後、ソ
フトウェアをインストールするプロセスは完了する。
【０１３６】
　本発明をその好適な形態において開示したが、当業者には、以下の特許請求の範囲に説
明するような、本発明およびその同等のものの精神および範囲を逸脱することなく、その
中において多くの修正、追加、および削除が行われ得ることが明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【０１３７】
【図１】図１は、典型的な双方向通信システムを描写している。
【図２】図２は、双方向通信システムの実施例の正面図を描写している。
【図３】図３は、双方向通信システムの実施例の正面斜視図を描写している。
【図４】図４は、フラット画面に装着された双方向トレイシステムの実施例の拡大図を描
写している。
【図５】図５は、双方向トレイシステムの実施例の図を描写している。
【図６】図６は、双方向トレイシステムの実施例の図を描写している。
【図７】図７は、双方向トレイシステムの断面端面図を示す。
【図８】図８は、組み立てられた双方向トレイシステムの拡大斜視図を示す。
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【図９Ａ】図９Ａは、双方向トレイシステムの正面図を示す。
【図９Ｂ】図９Ｂは、双方向トレイシステムの上面図を示す。
【図９Ｃ】図９Ｃは、双方向トレイシステムの背面図を示す。
【図９Ｄ】図９Ｄは、双方向トレイシステムの側面図を示す。
【図１０】図１０は、プレゼンテーション装置を双方向通信システムに変換する論理流れ
図を描写している。
【図１１】図１１は、電子メッセージングプレゼンテーションシステムの系統図を描写し
ている。
【図１２】図１２は、双方向通信システムへのプレゼンテーションの伝送を表す論理流れ
図の実施例を描写している。
【図１３】図１３は、双方向通信システムからの注釈付きメモを持つプレゼンテーション
の伝送を表す論理流れ図の実施例を描写している。
【図１４】図１４は、双方向演壇の斜視図を描写している。
【図１５】図１５は、双方向演壇を備えるディスプレイ画面実施例の拡大図を示す。
【図１６】図１６は、双方向演壇と接続されたリモート制御を使用する実施例の流れ図を
示す。
【図１７】図１７は、双方向演壇用のリモート受信機を描写している。
【図１８】図１８は、キードライブシステムの実施例を描写している。
【図１９】図１９は、ソフトウェアドライバをインストールする論理流れ図を示す。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９Ａ】 【図９Ｂ】
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【図９Ｃ】

【図９Ｄ】

【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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